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2Ja－11 「家政学雑誌」における食文化関連論文の分析

熊本大教育　　　桑畑美沙子

食　　物

目的と方法：食文化を「人間が自然界に対処しながら蓄積してきた食に関する行動様式の

総体」と概念づけ, r家政学雑誌」45巻の全掲載論文3879本から検索し分析した．

結果：①報文82本, ノート２本，資料30本の計114本は全掲載論文の2.9％に相当した．年

次的には50年代から散見され，半数以上が80年代以降に集中していた.

②研究内容として，学会発足当初は栄養素や食品の摂取量，調理加工用の器具設備などい

わば食文化の周縁的･前駆的内容が多く，その後徐々に摂食回数･形態，食品の歴史･食べ

方･料理法･貯蔵加工･購入消費などのいわゆる中核的な内容が多くなっていた.

③研究方法として，報文はアンケートが最多で次に文献･栄養調査，資料は文献が多かっ

た．さらに，報文に度数分布･比率･平均･標準偏差などの記述的統計値算出論文が最多で，

次にχ^検定･ t検定･F検定などの有意差検定論文，資料に統計処理なし論文が多かった.

R研究対象として，地域的には山間･僻地の過疎村落.階層的には被差別状況に位置づけ

られてきた人々，歴史的には過去の食生活を対象とした論文は少なかった

　これらの結果から，家政学における今後の食文化研究には次の３点が必要と考えられる.

①他分野の研究と比肩できるように食文化に関する研究を活性化すること.

②社会調査における聞き取り調査などの事例的研究や考古学的研究などを導入して，食文

化に関する量的研究よりも質的研究の方法を開発すること.

③研究対象を平均的社会層に限定することなく，社会各層に拡大し，食文化を総合的かつ

科学的に把握すること．

５月21日（日）Ｊ会場　午後1 :00～5 :00

2Jp-1 肥満傾向の女子学生のﾗｲﾌｽﾀｲﾙについて第３報　一早食い要因一

名古屋文理短大○江上いすず長谷川昇

　【目的】女子学生の肥満の成因について、我々は食行動を起こす幾つかの背景の中で、

食嗜好、食習慣、尼丿里的要因等を探ってきた。今回は、肥満の成因の一つとして「早食い」

が一般に知られているにもかかわらず、咀嘔動作についての詳しい解析は充分に行われて

いないことに着目し、口に運ぶ動作と咀喀動作に焦点を当てて解析を行うことを目的とし

た。具体的には、食べる側の要因を多面的に捉えるために、１回の食事における咀嘔回数、

時間だけでなく、口に運ぶ回数や噛むﾋﾞ゜ﾂﾞﾁ、同時に、ﾒﾆｭｰごとの硬さの平均値を算出し、

相互の関係を見出すことにより、「早食い」を旱TEするための方途の検討を行った。

　【方法】1.被験者　BMI23.1以上の本学女子学生（19～20歳）8名2.調査期日　1993年1

2月,1994年7,11月の昼食時　3.調査方法①2種類の市販弁当、ﾊﾟﾝﾊﾟ一力゛-･ﾁｷﾝ･ﾎﾟﾃﾄ･］-ﾗｾｯ

ﾄ、ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ･おにぎり･牛乳ｾｯﾄの4種類のﾒﾆｭｰについて、料理の硬さ（ｻﾝ科学製ﾚｵﾒｰﾀｰCR-1

50）と重量を測定し、ﾒﾆｭｰごとの硬さの平均値（各料理の硬さ×ｸﾞﾗﾑ率の合計）を算出し

た。②食事後に量、内容、満足度の調査を行った。③食事風景をﾋﾞﾃﾞｵで撮影した後、再生

し、食事時間、咀喀回数、口に運ぶ回数を測定し、さらに、噛むどﾂﾁ（回/秒）を算出した。

　【結果】1.使用したﾒﾆｭｰの硬さは、2×10'～7×lO^Dyn/cm^であった。　2.食事時間と総

咀噌回数は正の相関（r＝0.7497）を示した。3.口に運ぶ回数と総咀嘔回数も正の相関

　（r＝0.4416）を示した。　4.食事時間に関係なく、噛むとﾂﾁは一定であった。5.ﾒﾆｭｰ硬

さに関係なく噛むﾋﾟｯﾁは一定であった。
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